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論 文 内 容 の 要 旨

 1941年F，Albrightが脊椎骨多孔症の重要性を強調し

て以来，その成因について，多数の研究が報告されてい

る．しかし現在なお，骨多孔発生の原因に関し，種々の

論議があって十分解明されるには至っていない．また，

病態の詳細についても不明点が少なくない．一方，世界

酌に平均寿命ののびとともに老人性疾患が増加し，整形

外科領域では変形性脊椎症と並んで脊椎骨多孔症の増加

二が目立ってきた．

 今回，脊椎骨多孔症の成因と病態の究明を目的とし

一て，レントゲン学的，生化学的，内分泌学的，治療学的

検索を試みた．

 研究対象および実験方法

 研究の対象は，臨床的に脊椎骨多孔症と診断した106

・例，健康対照42例，および典型的慢性関節リウマチ48

’例，計3群，196例である．これらについて，臨床統計

酌，血清化学的，レントゲン学的，および治療学的検討

一を行なった．生化学的研究の試料としたものは，脊椎骨

多孔症32例と対照37例の大腿骨大転子部，および病理三

二剖による24例の大腿骨大転子または腰椎々体骨である．

これらの乾燥骨試料について，総N量（Nessler法），総

P量（Fiske・Subbarow法），ヘキソサミン量：（Elson－Mo－

1・rgan法），ヒドロォキシプロリン量：（Stegemann法）の

完量を行ない，また焼灼法により灰分量，灰分量／灼熱

減量：比，灰分中P量を求めた．

 研究結果

 1） 脊椎骨多孔症例は女性が男性の4．3倍で，60才代

；が最高を示した．

 2） 脊椎骨多孔症の流産率は39％と高い． しかし初

潮，月経，出産回数については一定の異常傾向はなかっ

た．閉経より脊椎骨多孔症までの期間は，平均13．9年で

あり，10年以内が47．6％を占めている．3） コルチコイ

ド剤の長期微量維持は，老年者では脊椎骨多孔症の発生

を助長し，その程度を強めたが，若年老では発生をみな

かった．4）脊椎骨多孔症における血清化学検査成績

（総タンパク，AIG比， Ca， P，アルカリ性・酸性ホスフ

ァターゼ）は，ほ黛正常範囲内であった．5）脊椎骨多

孔症の赤沈は，軽度または中等度の至孝を認めた．6）

タンパク同化ステロイド剤は，脊椎骨多孔症の治療に有

効で疹痛改善，赤沈値の改善が明らかであった．7）脊

椎骨多孔症の骨試料は，水分の増加を示し，灰分量，灰

分量／灼熱減量，およびNIPは，有意の差をもつて減

少している．ヒドロオキシプロリン量と灰分中P量は，

骨多孔症群，対照三間に差を認めない．N量およびヘキ

ソサミン量は，骨多孔症群がやや高値を示した．8）20

才以上では，年令による骨成分量の変動はない．性別に

よる，骨成分量の差異も認めない．9）海綿骨と皮質骨

の成分量の差は認めない．10）椎体と大腿骨大転子部海

綿骨における成分量にも差を認めない．したがって，

脊椎骨多孔症例の骨化学分析の対象には，椎体のみでな

く，大腿骨大転子部骨も適当と考えられる．11）著者の

新鮮骨成分中脂質の含有量がかなり多いという結果が得

られ，海綿骨では，20～50％を占め，皮質骨でも海綿骨

の約ソ、の含量があるものと推定された．
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 臨床的研究により，脊椎骨多孔症の発生は，確かに更

年期後の女性に多いが，特別な性ホルモン異常に関連し

てみられるという成績は得られなかった．コルチコイド

「剤やタンパク同化ステロイド剤の投与が，骨多孔症の発

生，改善に決定的役割を有するとも認められない．骨成

分の化学的研究によれば，骨多孔症における無機成分特

にCaの滅少と，有機成分の相対的増加が明らかであ

り，脊椎骨多孔症の成因に関しCa代謝の重要牲がうか

がわれた．

論 文 審 査 の 要 旨

 脊椎骨多孔症の原因が性ホルモン異常に関係するとの従来の説に対し，Ca代謝異常がより大なる意義

を有するとの説に重要な論拠を与えたもので，本症の成因論に寄与し，学術上価値あるものと認める．
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